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四
月
二
十
五
日
（
金
）、
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前
橋
を
会
場

に
、
群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
「
第

五
三
回
定
時
総
会
」
を
開
催
。
延
べ

一
二
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま

り
、総
会
議
事
や
記
念
講
演
、グ
ル
ー

プ
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
一
部
・
総
会
議
事
」
で
は
、

冒
頭
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
・
兒
島

産
業
政
策
課
長
、
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
・
大
久
保
理
事
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
中
同
協
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
司
会
よ
り
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
進
行
に
よ
り
議
案

審
議
し
、
新
年
度
の
活
動
方
針
や
役

員
、
予
算
な
ど
を
力
強
い
拍
手
で
承

認
。
代
表
理
事
に
は
町
田
氏
・
杉
﨑

氏
の
二
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
成
長
か

ら
進
化
へ
～
変
わ
る
時
代
・
変
わ
ら

ぬ
理
念
・
変
え
る
行
動
～
」
を
は
じ

め
、
重
点
方
針
、
部
門
別
方
針
に
つ

い
て
杉
﨑
代
表
理
事
が
要
点
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
代
表
理

事
を
務
め
、
会
の
発
展
に
尽
力
し
た

田
村
氏
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
、
昨

年
度
の
支
部
入
会
目
標
を
達
成
し
た

富
岡
安
中
支
部
（
佐
藤
支

部
長
）
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
、
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
第

二
部
・
記
念
講
演
」
で
は
、

㈱
浜
野
製
作
所
、
代
表
取

締
役
会
長
・
浜
野
慶
一
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
大
苦

境
か
ら
社
員
と
共
に
復
活

　

そ
し
て
、
新
し
い
生
き

残
り
戦
略
へ
の
挑
戦
～
変

革
の
き
っ
か
け
は
『
あ
り

が
と
う
』
と
言
わ
れ
る
も

の
づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

も
ら
い
火
に
よ
っ
て
自

第53回定時総会第53回定時総会
成長から進化へ成長から進化へ

宅
兼
工
場
が
全
焼
し
、
倒
産
の
危
機

に
直
面
し
た
同
社
。
浜
野
氏
は
、
地

域
や
取
引
先
の
支
え
に
応
る
べ
く

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
経
営
理
念

と
し
て
掲
げ
、
大
苦
境
を
乗
り
越
え

て
会
社
を
成
長
・
発
展
さ
せ
て
き
た

道
の
り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。ま
た
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
支
援
や
幅

広
い
業
界
・
業
種
の
課
題
解
決
な
ど
、

現
在
注
力
し
て
い
る
生
き
残
り
を
賭

け
た
経
営
実
践
に
つ
い
て
も
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
要
旨
は

次
号
掲
載
予
定
）

　

講
演
後
の
「
第
三
部
・
交
流
会
（
会

員
交
流
の
集
い
）」
で
は
、
同
友
会

と
参
加
企
業
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
高
ら
か
に
乾
杯
。
支
部
の
枠
を

越
え
て
時
間
の
許
す
限
り
交
流
を
深

め
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
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《
理　

事
》

代
表
理
事

　

町
田　

英
之　

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ	

社　

長

代
表
理
事

　

杉
﨑　

由
里　

㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー	

社　

長

副
代
表
理
事

　

阿
久
戸
洋
希　

㈱
ア
ミ
イ
ダ	

社　

長

副
代
表
理
事

　

佐
藤　

茂
樹　

㈱
山
一
製
作
所	

社　

長

副
代
表
理
事

　

小
林　

光
義　

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計	

社　

長

経
営
労
働
委
員
長

　

小
板
橋
哲
也　

㈲
小
板
橋
産
業	
社　

長

共
育
委
員
長

　

山
﨑　

将
臣　

㈲
山
﨑
製
作
所	

社　

長

共
同
求
人
委
員
長

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱	

社　

長

障
害
者
雇
用
委
員
長

　

石
原　

秀
樹　

㈱
ヒ
ル
ズ
伊
勢
崎	

社　

長

政
策
委
員
長

　

小
林　

光
義　

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計	

社　

長

研
究
集
会
実
行
委
員
長

　

神
保　
　

豊　

㈲
神
保
商
会	

専　

務

広
報
メ
デ
ィ
ア
戦
略
委
員
長

　

佐
藤　

孝
志　

サ
ラ
フ
ジ
㈱	

社　

長

青
年
部
会
長

　

周
藤　

亮
佑　

㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ	

専　

務

鶴
の
花
部
会
長

　

齋
藤
由
起
子　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト	

代　

表

※
支
部
長
は
候
補
者
（
決
定
は
五
月
支
部
総
会
）

前
橋
支
部
長

　

佐
藤　

孝
志　

サ
ラ
フ
ジ
㈱	

社　

長

高
崎
支
部
長

　

鈴
木　

智
統　
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ	

社　

長

伊
勢
崎
支
部
長

　

諏
訪　

康
彦　

㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン	

代　

表

桐
生
支
部
長

　

平
野　

正
敏　

㈲
平
野
商
店	

専　

務

太
田
支
部
長

　

神
保　
　

豊　

㈲
神
保
商
会	

専　

務

沼
田
支
部
長

　

桑
原　

裕
和　

㈲
果
実
庭	

社　

長

渋
川
吾
妻
支
部
長

　

池
沢　

孝
介　

池
沢
自
動
車
整
備
工
場	

富
岡
安
中
支
部
長

　

佐
藤　

茂
樹　

㈱
山
一
製
作
所	

社　

長

前
橋
支
部

　

小
池　

正
律　

中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト
㈱	

社　

長

高
崎
支
部

　

吉
池　
　

睦　

川
上
機
工
㈱	

社　

長

　

佐
藤　

浩
二　

関
東
興
業
㈱	

社　

長

　

茂
原　

慎
吾　

㈱
モ
ハ
ラ
テ
ク
ニ
カ	

常　

務

伊
勢
崎
支
部

　

榎
原　

栄
一　

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス	

社　

長

　

本
多　

宏
弥　

合
同
会
社
ユ
リ
ア	

代　

表

　

小
淵
豊
太
郎　

㈱
小
淵
警
備
保
障	

社　

長

　

根
岸　

拓
哉　

㈲
ビ
ク
ト
リ
ー	
社　

長

桐
生
支
部

　

岡
田　

隆
宏　

㈲
岡
田
電
気
設
備	

　

木
村　

明
宣　

木
村
綜
合
法
務
事
務
所	

代　

表

太
田
支
部

　

阿
久
戸
英
男　

㈱
ア
ミ
イ
ダ	

専　

務

　

橋
田　

康
宏　

㈲
橋
田
機
設	

社　

長

　

村
岡　

功
晃　

㈱
ム
ラ
オ
カ
鉄
工
所	

副
社
長

　

中
西　

聡
之　

㈱
サ
ン
エ
イ	

社　

長

沼
田
支
部

　

星
野　

高
章　

㈲
農
園
星
ノ
環	

社　

長

　

金
子　

崇
範　

㈲
月
夜
野
き
の
こ
園	

社　

長

　

山
口
長
士
郎　

工
舎
澄
み
処	

　

吉
田　

典
明　

㈱
貫
光
農
園
は
る
な
山	

社　

長

　

笠
原　

克
也　

㈲
笠
原
産
業	

社　

長

渋
川
吾
妻
支
部

　

小
鮒　
　

博　

行
政
書
士
小
鮒
法
務
事
務
所	

所　

長

　

清
塚　
　

徹　

㈱
シ
ェ
リ
ー	

社　

長

　

妹
尾　

尚
樹　

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン	

社　

長

富
岡
安
中
支
部

　

田
村　

徳
良　

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス	

社　

長

　

関
口　

貴
志　

㈲
マ
ル
ニ
精
機	

社　

長

　

小
柴　
　

淳　

コ
シ
バ
電
機
㈱	

社　

長

《
相
談
役
》

　

山
岸　

良
一　

㈱
山
岸
製
作
所	

会　

長

　

澤
浦　

彰
治　

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱	

社　

長

《
顧　

問
》

　

橋
本　
　

勝　

蔵
前
産
業
㈱	

会　

長

　

宮
崎　

精
一　

㈲
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド	

社　

長

　

古
郡　
　

登　

㈱
日
乃
出	

社　

長

《
監　

事
》

　

福
島
江
美
子　

福
島
会
計
事
務
所	

所　

長

　

山
口　
　

勝　

㈱
和
多
利
合
同
事
務
所	

社　

長

群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
　
二
〇
二
五
年
度
　
役
員
体
制
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総
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

総
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
第

五
十
三
回
定
時
総
会
が
、
新
年
度
に

向
け
た
新
た
な
活
動
を
展
望
し
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
経

営
努
力
と
同
友
会
運
動
へ
の
ご
尽
力

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

停
滞
と
分
断
、
格
差
の
世
界
経
済
、

ア
メ
リ
カ
で
は
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
誕
生
し
不
透
明
感
が
増
し
て
き

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
少
数
与
党
の

不
安
定
な
政
権
運
営
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
経
済
は
物
価
高
、
円
安
、
最
賃

の
上
昇
な
ど
転
換
期
の
中
で
停
滞
と

低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

も
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
の
礎
で

あ
る
地
域
の
疲
弊
や
消
滅
が
避
け
ら

れ
な
い
と
の
予
測
も
出
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
り
、地
域
に
生
き
る
場
、

働
く
場
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

『
科
学
性
、
社
会
性
、
人
間
性
』
に

基
づ
く
企
業
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
中
小
企
業
家
が
自

ら
の
力
で
経
営
環
境
を
変
え
、
地
域

を
変
え
、
豊
か
な
未
来
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
同
友
会
で

は
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
有

機
的
に
つ
な
げ
、
他
団
体
や
各
機
関

と
と
も
に
責
任
あ
る
存
在
と
し
て
社

会
を
変
革
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
は
労
使
見
解
の
発
表
か
ら

五
十
年
を
迎
え
、
戦
後
八
十
年
を
迎

え
ま
す
。
真
の
人
間
尊
重
の
社
会
を

つ
く
り
新
し
い
歴
史
を
創
造
す
る
と

い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
同
友
会
運

動
を
推
進
す
る
た
め
、
逆
境
と
難
局

の
中
で
あ
っ
て
も
、
中
小
企
業
家
魂

の
本
領
を
発
揮
す
る
時
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
企
業

経
営
と
同
友
会
運
動
の
創
造
的
発
展

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
期
待
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
中
同
協
も
共
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
群
馬
中
小
企
業
家
同
友

会
が
、
地
域
の
希
望
で
あ
り
砦
で
あ

る
中
小
企
業
の
強
固
な
組
織
と
し
て

さ
ら
に
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、
あ
わ

せ
て
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
が
二
十
一

世
紀
型
企
業
と
し
て
結
実
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
定

時
総
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

二
〇
二
五
年
四
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会

�

会
長　

広
浜
　
泰
久

デ
ー
タ
と
自
社
の
強
み
を
活
か
し
た
中
小
企
業
の
成
長
戦
略

デ
ー
タ
と
自
社
の
強
み
を
活
か
し
た
中
小
企
業
の
成
長
戦
略

政
策
委
員
会

　

三
月
二
十
六
日
（
水
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
（
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
会
場
に

政
策
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
経
営
環
境
分
析
実
践
講
座
（
応

用
編
）」
を
開
催
。
中
小
企
業
庁
調

査
室
協
力
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
後

援
の
も
と
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
地
域
経
済
分
析
シ

ス
テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）

の
説
明
と
合
わ
せ
て
、
デ
ー
タ
活
用

の
重
要
性
や
新
規
事
業
の
進
め
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
は
昨
年
三
月
の

と
が
大
事
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
経
験

や
勘
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
経
営
判
断
の
大
切
さ
を
学
べ
た
」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
具
体
的
な

製
品
開
発
に
つ
な
げ
る
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
た
」「
デ
ー
タ
活
用
と
合
わ
せ
、

常
に
意
識
し
て
自
社
の
強
み
を
活
か

せ
る
可
能
性
を
探
す
こ
と
が
重
要
」

「
戦
略
的
な
経
営
を
行
う
た
め
の
置

き
換
え
る
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
力
が
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

基
礎
編
に
続
い
て
二
回
目
。

　

第
一
部
で
は
「
地
域
経
済
分
析
シ

ス
テ
ム
『
新
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
』
の
説

明
」
と
題
し
、
中
小
企
業
庁
事
業
環

境
部
調
査
室
、
室
長
補
佐
・
田
中
幸

仁
氏
（
中
同
協
経
営
労
働
委
員
会
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
講
演
。
同
シ
ス
テ

ム
の
概
要
や
主
な
改
善
点
、
各
種
メ

ニ
ュ
ー
の
使
い
方
を
紹
介
し
た
上

で
「
全
国
各
地
で
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活

用
し
た
成
功
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
し
て
群
馬

の
成
功
事
例
も
紹
介
さ
せ
て
ほ
し

い
」と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
「
デ
ー
タ
と
自
社
の

強
み
を
活
か
し
た
中
小
企
業
の
成
長

戦
略
」
と
題
し
、
同
じ
く
田
中
氏
が

登
壇
。
中
小
企
業
に
お
け
る
新
規
事

業
、
特
に
「
新
し
い
市
場
に
対
し
、

既
存
技
術
を
活
か
し
た
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

や
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
力
、
必
要

な
デ
ー
タ
や
活
用
事
例
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
し
た
。
新
規
事
業
で
成

功
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
「
伸

び
て
い
る
分
野
で
戦
う
こ
と
。
そ
の

際
に
様
々
な
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
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障
害
者
雇
用
委
員
会
は
、
三
月

二
十
七
日
（
木
）、
い
か
ほ
秀
水
園

を
会
場
に
「
第
十
回
障
害
者
雇
用

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
北
毛
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
北
毛
地
域
を
中
心
と
す
る
会

員
経
営
者
、
県
内
各
地
の
障
害
者
支

援
機
関
の
職
員
や
特
別
支
援
学
校
の

教
諭
な
ど
約
二
十
五
名
が
集
ま
り
、

立
場
の
違
い
に
よ
る
障
害
者
雇
用
へ

の
認
識
や
具
体
例
な
ど
を
交
流
し
ま

し
た
。

　

西
岡
副
委
員
長
は
趣
旨
説
明
の
中

で「
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
は
、多
様
性
・
公
平
性
・

包
括
性
の
頭
文
字
。
多
様
な
人
材
が

働
く
組
織
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
わ
せ
た
対
応
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
成
果
を
出
し
続
け
る
た
め
の
考
え

方
」
と
語
り
、
開
催
テ
ー
マ
を
改
め

て
確
認
。
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

会
・
新
井
清
義
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
一
般
社
団
法
人
ワ
ー

ク
ス
タ
ジ
オ
群
馬
・
笠
井
勇
哉
氏
と

㈱
ヒ
ル
ズ
伊
勢
崎
・
石
原
秀
樹
氏（
障

害
者
雇
用
委
員
長
）
の
二
名
を
パ
ネ

ラ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
障
害
者
雇
用
を
取
り

巻
く
問
題
点
と
し
て
「
改
善
さ
れ
て

き
た
と
は
い
え
、
障
害
者
に
対
す
る

偏
見
は
拭
い
切
れ
て
い
な
い
」「
雇

用
さ
れ
る
側
の
教
育
不
足
も
見
受
け

ら
れ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

も
必
要
」
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
雇
用
の
具

体
例
と
し
て
、
一
般
雇
用
に
取
り
組

む
石
原
氏
は
「
本
人
の
特
性
に
合
わ

せ
た
合
理
的
配
慮
は
必
須
。
結
果
的

に
、
そ
の
配
慮
が
他
の
従
業
員
の
働

き
や
す
さ
に
も
繋
が
っ
て
い
る
」
と

事
例
を
交
え
て
紹
介
。
支
援
す
る
立

場
か
ら
笠
井
氏
は
、
障
害
者
が
退
職

す
る
理
由
に
つ
い
て
「
特
性
へ
の
無

理
解
や
孤
立
を
感
じ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
。
但
し
、
企
業
側
か
ら
は

特
性
と
本
人
の
甘
え
の
線
引
き
が
難

し
い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
は
「
経
営
者

は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
を
含
め
た
正

し
い
知
識
の
習
得
が
企
業
側
に
求
め

ら
れ
る
」「
支
援
側
は
社
会
に
出
る

た
め
の
質
の
高
い
教
育
訓
練
の
拡
充

が
必
要
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
最
後

に
新
井
氏
が
「
ま
ず
は
知
る
こ
と
と

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
。
障
害
者
雇
用

へ
の
理
解
を
広
め
、
社
会
の
偏
見
を

な
く
し
て
い
き
た
い
」
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
「
社
員
が
働
き
や
す
く

な
る
合
理
的
配
慮
を
し
て
い
ま
す

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。
経
営
者
や
支
援
機
関
の
職

員
、
支
援
学
校
の
先
生
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
合
理

的
配
慮
は
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

全
て
の
社
員
に
対
し
て
有
用
」「
企

業
向
け
の
啓
発
支
援
の
必
要
性
を
改

め
て
痛
感
し
た
」「
障
害
者
（
雇
用
）

に
対
す
る
理
解
度
の
低
さ
が
課
題
」

「
企
業
側
・
支
援
側
の
意
見
交
換
は

大
切
。
お
互
い
を
知
る
こ
と
が
第
一

歩
と
な
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ　

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
認
識
が
変
わ
り
ま
す

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ　

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
認
識
が
変
わ
り
ま
す

第第
1010
回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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四
月
二
日
（
水
）・
三
日
（
木
）・

四
日
（
金
）
の
三
日
間
、
群
馬
建
設

会
館
を
会
場
に
共
育
委
員
会
設
営
に

よ
る「
二
〇
二
五
新
入
社
員
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
二
十
社
よ
り
三
十
一

名
、
経
営
者
側
を
含
め
総
勢
約
八
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
人
と

し
て
の
基
本
を
知
り
、
目
標
を
つ
か

む
」。
研
修
の
目
的
確
認
や
ル
ー
ル

説
明
に
続
い
て「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

を
学
ん
だ
ほ
か
、「
社
会
人
と
は
何

か
？
」「
働
き
が
い
と
成
長
」
の
講

義
と
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

講
義
内
容
を
深
め
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
目
標
に
向

に
勇
気
を
も
ら
い
、
自
分
か
ら
行

動
す
る
こ
と
で
成
長
で
き
た
と
思

う
。

○	

会
社
の
方
向
性
や
社
長
の
思
い
に

応
え
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
自
己
成
長
の
ポ
イ
ン

ト
と
感
じ
た
。

［
経
営
者
］

○	

経
営
者
の
講
義
は
内
容
に
厚
み
や

深
み
が
あ
る
。非
常
に
良
か
っ
た
。

○	

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
、
仕
事
と

の
向
き
合
い
方
な
ど
、
日
常
業
務

の
な
か
で
は
教
え
ら
れ
な
い
貴
重

な
学
び
の
機
会
だ
っ
た
。

○	

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
、
社
員
と
経

営
者
が
共
に
全
人
格
的
成
長
を
目

指
し
て
学
び
合
え
た
と
思
う
。

け
、
他
者
と
協
力
す

る
」。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
「
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
を
は

じ
め
、「
人
間
関
係
の

大
切
さ
」「
上
手
な
仕

事
の
進
め
方
」「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
受
け
取
り

方
」
な
ど
の
講
義
＆
グ

ル
ー
プ
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

三
日
目
の
テ
ー
マ
は

「
目
指
す
場
所
を
明
確

に
決
め
、
出
力
す
る
」。

昨
年
の
研
修
生
二
名
に

よ
る
「
先
輩
社
員
の
社

会
人
一
年
目
」
の
体
験

談
、
三
日
間
の
振
り
返

り
を
踏
ま
え
て
「
社
会

人
一
年
目
で
成
し
遂
げ
た
い

目
標
と
決
意
表
明
」
を
研
修

生
全
員
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ

ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の
感
想

（
抜
粋
）
を
左
記
に
掲
載
し

ま
す
。

［
研
修
生
］

○	

研
修
の
す
べ
て
が
今
後
の

人
生
や
仕
事
に
直
結
す
る

と
て
も
濃
い
内
容
で
し

た
。

○	

グ
ル
ー
プ
討
論
や
発
表
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
学

び
を
シ
ェ
ア
し
合
い
、
仕

事
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て

深
く
考
え
ら
れ
た
。

○	

同
期
の
皆
さ
ん
の
積
極
性

２
０
２
５
新
入
社
員
研
修
会

２
０
２
５
新
入
社
員
研
修
会

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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三
月
二
十
五
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に「
東
毛
三
支
部（
伊

勢
崎
・
桐
生
・
太
田
）
合
同
例
会
」

を
開
催
。「
人
の
問
題
に
悩
む
経
営

者
あ
つ
ま
れ
！
～
三
支
部
の
英
知
を

結
集
し
て
学
び
合
お
う
～
」
と
題

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
か
ら
選
出
さ

れ
た
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
グ
ル
ー
プ
討

論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
合
同

例
会
は
支
部
の

垣
根
を
越
え
た

交
流
を
目
的
に

企
画
さ
れ
、
一

昨
年
度
の
太
田

開
催
、
昨
年
度

の
桐
生
開
催
に

続
き
、
今
回
の

伊
勢
崎
開
催
で

三
回
目
。

　

パ
ネ
ラ
ー

は
、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
鷹
巣

会
館
㈲
）・
鷹

巣
氏
（
伊
勢
崎

支
部
）、
㈲
花

ぶ
さ
・
花
房

氏
（
桐
生
支

部
）、
㈲
橋
田

機
設
・
橋
田
氏
（
太
田
支
部
）
の
三

名
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
㈱
小
淵

警
備
保
障
・
小
淵
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）

が
務
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
グ
ル
ー
プ
討
論
を
交
互
に
行
う

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
方
式
に
て
、
ラ
イ
ブ

感
た
っ
ぷ
り
に
例
会
が
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
回
目
の
グ
ル
ー
プ
討
論
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
の
は
、

経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸
透
、
社

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報

共
有
、
幹
部
社
員
や
若
手
社
員
の
人

材
育
成
、
採
用
難
や
人
手
不
足
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
の
人
に
関

す
る
課
題
や
悩
み
。
小
淵
氏
の
軽
妙

な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
パ
ネ

ラ
ー
三
名
は
自
身
の
考
え
や
自
社
で

の
取
り
組
み
事
例
、
あ
る
い
は
同
じ

よ
う
に
悩
ん
で
い
る
現
状
な
ど
を
率

直
に
語
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま

と
め
で
は
「
社
員
と
苦
楽
を
共
に

し
、
家
族
の
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築

く
の
が
理
想
」「
入
社
後
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
を
明
確
に
示
し
、
そ
れ
に
共

感
す
る
社
員
と
一
緒
に
進
み
た
い
」

「
自
分
を
信
じ
、
仲
間
（
社
員
）
を

信
じ
、
本
気
で
経
営
と
向
き
合
っ
て

ケ
ー
ト
に
は
「
経
営
者
の
思
い
を
言

い
続
け
る
こ
と
、
伝
え
続
け
る
こ
と

が
大
事
」「
自
分
よ
り
優
秀
な
人
材

を
育
て
る
こ
と
が
経
営
者
の
命
題
で

あ
り
、永
続
す
る
企
業
の
条
件
」「
三

支
部
合
同
例
会
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

い
く
」
と
の
思

い
が
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
力
強
く
語

ら
れ
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
は
「
す
べ

て
は
ト
ッ
プ
次

第
、
経
営
者
次

第
」
で
あ
る
こ

と
が
何
度
と
な

く
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
二

回
目
の
グ
ル
ー

プ
討
論
で
は
、

参
加
者
同
士
の

個
別
具
体
的
な

事
例
を
交
流
す

る
な
ど
し
て
、

さ
ら
に
人
に
関

す
る
課
題
や
悩

み
の
本
質
に

迫
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン

人
の
問
題
に
悩
む
経
営
者
あ
つ
ま
れ
！

人
の
問
題
に
悩
む
経
営
者
あ
つ
ま
れ
！

東
毛
３
支
部
合
同
例
会
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自
社
の
課
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

自
社
の
課
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

富
岡
安
中
支
部
３
月
例
会

　

三
月
二
十
四
日
（
月
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
三
月
例
会
」
を
開
催
。
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
法
人
、
代

表
・
金
井
雄
吾
氏
（
渋
川
吾
妻
支
部
）

が
「
ま
さ
か
自
分
が
…
入
院
か
ら
復

帰
ま
で
の
道
の
り
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
考
え
る
こ
と
」
と
題
し
、
自
ら

の
体
験
談
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
末
、
登
山
中
に
心
筋
梗

塞
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
福
島
県
内
の

病
院
に
入
院
し
た
金
井
氏
。
当
日
の

様
子
や
入
院
前
後
を
時
系
列
で
振
り

返
っ
た
ほ
か
、
自
身
が
不
在
の
間
も

仕
事
が
滞
ら
な
か
っ
た
理
由
を
「
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
で
情
報
共

有
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
私
の
担
当

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
三
月

二
十
八
日
（
金
）、
富
岡
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
富
岡
公
民
館
）
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
自
社
の
課
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
ま
す
～
自
社
の
問
題
点
は
？
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
に
何
を
し
ま
す

か
？
～
」
と
題
し
て
、
経
営
労
働
委

員
長
の
㈲
小
板
橋
産
業
、
代
表
取
締

役
・
小
板
橋
哲
也
氏
が
、
経
営
指
針

業
務
を
職
員
が
協
力
し
て
対
応
し
て

く
れ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
務
所
の
法
人
化
や
各
種
業
務
の
自

動
化
、
社
内
勉
強
会
の
実
施
な
ど
、

直
近
で
取
り
組
ん
だ
改
革
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
あ
な
た
が
も
し
も
の

と
き
、
そ
の
対
策
は
で
き
て
い
ま
す

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。「
事
前
準
備
の
大
切
さ
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」「
社
長
に

し
か
で
き
な
い
業
務
を
減
ら
す
こ
と

が
肝
要
」「
後
継
者
の
育
成
。
早
い

う
ち
か
ら
決
断
力
や
判
断
力
を
磨
い

て
も
ら
う
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

沿
っ
て
自
己
分
析
を
行
い
、
結
果
を

も
と
に
グ
ル
ー
プ
討
論
で
各
社
の
経

営
課
題
を
共
有
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
頭
の

中
だ
け
で
な
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

事
も
重
要
」「
課
題
を
一
緒
に
考
え

る
こ
と
で
自
社
と
他
社
の
課
題
の
共

有
が
で
き
た
」「
専
門
委
員
会
の
重

要
性
を
認
識
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

を
つ
く
る
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
一
部
を
抜
粋

し
て
進
行
し
ま
し
た
。

　

小
板
橋
氏
は
、
六
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
自
社

の
経
営
状
況
を
自
己
診

断
し
、
経
営
課
題
を
明

確
化
し
て
い
く
「
企
業

変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
Ⅱ
」

を
使
い
、“
人
を
生
か

す
経
営
の
実
践
”
の
項

目
に
絞
っ
て
、
自
己
分

析
シ
ー
ト
の
記
入
方
法

と
、
そ
の
結
果
の
見
方

を
解
説
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
設
問
に

まさか自分が…
入院から復帰までの道のり

渋川吾妻支部３月例会
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沼
田
支
部
で
は
、
三
月
二
十
四
日

（
月
）、
㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
を
会
場

り
、
そ
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
ま
か
な
操
作
説
明
に

続
い
て
、
沼
田
支
部
の
六
月
例
会
案

内
作
成
を
ゴ
ー
ル
に
定
め
て
個
人

ワ
ー
ク
を
行
い
、
短
い
時
間
の
中
で

全
員
が
ロ
グ
イ
ン
か
ら
完
成
ま
で
辿

り
着
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
物
を
並

べ
て
感
想
を
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
テ
ー
マ
で

も
全
く
違
う
も
の
が
出
来
る
の
は

楽
し
い
」「
き
っ
か
け
が
な
い
と
使

う
事
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

「
思
っ
た
よ
り
も
簡
単
で
キ
レ
イ
に

出
来
る
。
仕
事
で
も
使
え
る
」
な
ど

の
感
想
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
活
用
講
座

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
活
用
講
座

強
い
財
務
体
質
の
つ
く
り
方

強
い
財
務
体
質
の
つ
く
り
方

沼
田
支
部
３
月
例
会

高
崎
支
部
３
月
例
会

　

三
月
二
十
一
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
三
月

例
会
」
を
開
催
。
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
代
表
・
藤
垣

強
氏
（
高
崎
支
部
）
が
「
不
況
に
負

け
な
い
！
強
い
財
務
体
質
の
つ
く
り

方
～
苦
し
い
時
代
に
金
融
機
関
と
ど

う
付
き
合
っ
て
い
く
の
か
？
～
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

藤
垣
氏
は
、
銀
行
マ
ン
だ
っ
た
自

身
の
経
歴
を
踏
ま
え
て
、
強
い
財
務

本
音
や
借
入
金
の
性
質
な
ど
を
赤

裸
々
に
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
我
社
が
取
る
べ
き
財

務
戦
略
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
価
格
転
嫁
や
入

金
条
件
の
変
更
を
進
め
る
」「
節
税

対
策
や
内
部
留
保
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
た
い
」「
社
内
で
経
営
数
字
を

共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

体
質
を
つ
く
る
意
義
や
資
金
繰
り
表

が
不
可
欠
な
理
由
な
ど
を
丁
寧
に
解

説
。
ま
た
、
金
融
機
関
が
会
社
を
見

る
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
上
で
「
金

融
機
関
は
敵
で
は
な
く
味
方
。
各
種

財
務
諸
表
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
投
げ
掛
け
ま

し
た
。
ま
た
、
報
告
の
番
外
編
と
し

て
、
現
役
の
銀
行
マ
ン
が
絶
対
に
話

さ
な
い
裏
話
を
開
陳
。
金
融
機
関
の

経営課題と言われた男
前橋支部３月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
三
月
二
十
一
日

（
金
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
機

械
工
具
販
売
お
よ
び
機
械
部
品
加
工

を
行
う
㈲
神
保
商
会
、専
務
取
締
役
・

神
保
豊
氏
（
太
田
支
部
長
）
が
「
経

営
課
題
と
言
わ
れ
た
男
～
目
指
す
三

本
（
会
長
／
父
、
社
長
／
兄
、
専
務

／
自
分
）
の
矢
～
」
と
題
し
て
体
験

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
経
営
課
題
」
と
言
わ
れ
た
経
緯

を
赤
裸
々
に
報
告
す
る
神
保
氏
は

「
そ
の
言
葉
が
、
太
田
支
部
長
と
い

う
大
役
を
受
け
る
ま
で
自
身
を
成
長

さ
せ
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
」と
語
り
、

「
そ
れ
か
ら
は
目
的
意
識
を
持
ち
、

例
会
な
ど
で
会
社
を
空
け
る
リ
ス
ク

以
上
の
収
穫
を
得
る
事
を
念
頭
に
同

友
会
行
事
に
参
加
し
て
き
た
」
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
の
成
長
は
ナ

ン
バ
ー
２
次
第
（
持
論
）
と
の
考
え

で
「
会
長
の
思
い
の
継
承
と
社
長
を

支
え
続
け
る
た
め
に
、
切
磋
琢
磨
で

き
る
仲
間
と
学
び
続
け
た
い
」
と
、

さ
ら
な
る
成
長
を
力
強
く
宣
言
し
ま

し
た
。

　

報
告
後
は
「
同
友
会
を
通
し
て
得

た
事
・
得
ら
れ
る
事
・
得
た
い
事
」

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、

会
歴
に
よ
る
学
び
の
違
い
や
同
友
会

を
経
営
に
生
か
す
実
践
事
例
を
交
流

し
ま
し
た
。

に
支
部
例
会
を
開
催
。「
仕
事
で
使

え
る
効
率
ア
ッ
プ
の
ヒ
ン
ト　

Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
ー
ビ
ス
活
用
講
座
」
と
題
し
て
、

㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
、
代
表
取
締
役・

金
子
崇
範
氏
（
同
支
部
長
）
と
同
社

の
広
報
担
当
・
田
中
千
尋
さ
ん
が
講

師
役
と
な
り
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
無

料
の
デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
「
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ

ａ
」
で
、
金
子
氏
は
実
際
に
会
社
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
作
成
し
て
お
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【伊香保で学び、活性化提案】
� 新島学園短期大学
　観光や学術など多彩な分野で協力しようと、渋川伊
香保温泉観光協会と新島学園短期大学（学長・岩田雅
明氏／高崎支部所属）は協働連携協定を結んだ。同短
大生が伊香保温泉を学びやフィールドワークの場とし
て活用し、協会側に地域活性化や観光振興に向けたア
イデアなどを提供する。
　連携内容は観光や学術、産業の振興に加え、次世代
の伊香保地区のリーダー育成など多岐にわたる。同短
大が今月に開設するキャリアデザイン学科フードビジ
ネス専攻の学生らが、伊香保温泉に合った新たな「食」
の創出にも取り組む。
	 ［４／１付上毛］

【各校で入学式　新たな学びへ】
� 共愛学園前橋国際大学
� 新島学園短期大学
　共愛学園前橋国際大学と同大短期大学部（いずれも
大森昭生学長／前橋支部所属）の本年度入学式が２日、
前橋市の同学園礼拝堂で開かれた。編入生、交換留学
生を含む413人が理想の未来に向かって一歩を踏み出し
た。
　大森学長は「分断が世相を表すキーワードになる今
こそ、学園の理念である共愛、共生を高らかに掲げよう」
と述べた。その第一歩として自らを愛するため、新た
な挑戦を積み重ねて自信を得る必要性を説いた。
　新島学園短期大学（学長・高山有紀氏／高崎支部所
属）の入学式が２日、高崎市の同短大礼拝堂で開かれた。
キャリアデザイン学科とコミュニティ子ども学科の新
入生計127人が、夢や目標に向かって新たなスタートを
切った。
　１日に学長に就任した高山学長は「今日からの大
学生活を夢に近づく、あるいは夢を見つける時間に
してほしい」と語った。
	 ［４／３付上毛］

【資格や検定合格目指す】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏
／前橋支部所属）が運営する９専門学校の合同入学
式が10日、高崎市の群馬音楽センターで開かれた。
計791人が目標に向かって新たなスタートを切った。
　式辞で中島慎太郎理事長は「立派な職業人を目指
して大きな志や目標を持ちながら、行動する力を形
成して」とエールを送った。
	 ［４／11付上毛］

【「珈琲交響曲」を開発】
� ㈱大和屋
　群馬交響楽団は創立80周年を記念し、コーヒー製
造販売の㈱大和屋（取締役会長・平湯正信氏／高崎
支部所属）とコラボしたドリップパックコーヒー
「Coffee	Symphony ～珈琲交響曲～を開発した。高崎
芸術劇場で19日に開く定期演奏会から販売を始める。

　オーケストラを構成する弦、木管、金管、打楽器の
４グループになぞらえ、エチオピア、インドネシア、
ブラジル、コロンビアの計４種類の豆をブレンド。豊
かな余韻を残す後味が特徴で、群響の伝統や華やかさ
を表したという。
　味わいは楽団員による試飲会やアンケートの結果を
基に決めた。パッケージは群響のグッズなどのイラス
トを担当する俣野温子さんが手がけた。
　ドリップパック５枚入り1,100円。大和屋高崎本
店、高崎吉井店、前橋六供店、県庁32階のカフェ
「YAMATOYA	COFFEE32」の４店舗でも、同日から
数量限定で販売する。
	 ［４／17付上毛］

【住所変更】
　㈱アリサテック、代表取締役・佐藤ジゼレ氏（太田
支部所属）は、この度、下記の通り住所変更しました。
〒373-0818　太田市小舞木町378

【会員登録変更】
　㈱タカラコーポレーション、代表取締役・新井あけ
み氏（太田支部所属）では、この度、「常務取締役・榎
本太平氏」に会員登録を変更しました。

【会員登録変更】
　㈱大五建設、代表取締役・渡辺雅彦氏（高崎支部所属）
では、この度、「代表取締役・松原一登氏」に会員登録
を変更しました。

【会員登録変更】
　新島学園短期大学、学長・岩田雅明氏（高崎支部所属）
では、この度、「学長・高山有紀氏」に会員登録を変更
しました。

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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告
が
阿
久
戸
副
代
表
理
事
よ
り
あ
り

ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

茂
原
理
事
よ
り
、
全
国
行
事
等
の

参
加
報
告
を
す
る
際
は
「
参
考
資
料

や
報
告
資
料
が
あ
っ
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

２
．
後
援
依
頼

　

第
二
三
回
群
馬
県
障
害
者
技
能
競

技
大
会
（
ぐ
ん
ま
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

二
〇
二
五
）
の
後
援
依
頼
を
承
認
し

ま
し
た
。

３
．
二
〇
二
四
年
度
収
支
報
告
案
の

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
四
年
度
の
収
支
報
告
案
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
二
〇
二
五
年
度
予
算
案
の
審
議

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
五
年
度
の
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

５
．
定
時
総
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

役
割
分
担
に
つ
い
て

　

総
会
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

と
合
わ
せ
て
役
割
分
担
を
決
定
し
ま

し
た
。

日
時　

四
月
八
日
（
火
）
十
九
時
～

※	

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

崎
、
阿
久
戸
、
理
事
／
小
板
橋
、
提

箸
、
石
原
、
小
林
、
小
柴
、
高
屋
敷
、

渡
辺
、
小
池
、
鈴
木
、
本
多
、
周
藤
、

神
保
、
金
子
、
池
沢
、
佐
藤
、
茂
原
、

齋
藤
、
岡
田
、
村
岡
、
中
西
、
関
口
、

青
年
部
／
中
島
、
中
島
、
事
務
局
／

阿
久
澤
、竹
内
（
役
員
計
二
十
七
名
）

【
議　

事
】

　

杉
崎
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
二
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

中
同
協
第
四
回
幹
事
会
の
参
加
報

第12回

６
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
三
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
支
部
入
会
目
標
の

検
討
が
各
支
部
に
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

青
年
部
よ
り
、七
月
十
二
日
（
土
）

開
催
の
「
関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
群
馬
」
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
参
加
動
員

を
中
心
と
し
た
群
馬
同
友
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

２
．
第
一
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
定
例
日
の
翌
日
に

変
更
し
、
左
記
の
通
り
開
催
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
小
林
政
策

委
員
長
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

■
日
時
／
五
月
七
日
（
水
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

新 会 員 ご 紹 介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

４月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒379-2144　前橋市下川町17-3

　ペットと出会えた人生は幸運です。楽し
い毎日を過ごせるように、楽しかった毎日
を忘れないように、ペットに関するグリーフ
ケアのカウンセリングをしていきます。ペッ
トと飼い主さんの安全なHOMEになりたい
と思います。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：090－4928－5614

カウンセラー、獣医師、ペットに関するグリーフケア

【紹介者／高屋敷奈央】
読書

サードプレイス

代　表
小　渕　裕　子

Ｓ39年生

高
崎
支
部

〒370-3521　高崎市棟高町1928-123

　2003年より理学療法士として経験を積み、2021年に
株式会社Calm	Living	Designを設立しました。現在、
健康経営コンサル事業、訪問看護事業、保険外サービ
ス事業を行なっています。ヘルスケア事業者として、『地
域の方々の健康が社会の健康を実現する』ことを目指
し、事業を進めていきます。宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：027－388－0931
ＦＡＸ：027－384－4497

訪問看護事業、保険外サービス、健康経営コンサルタント

【紹介者／森口収規（滋賀同友会）】
キャンプ

㈱Calm Living Design

代表取締役
井　上　大　介

Ｓ54年生

伊
勢
崎
支
部

〒370-0105　伊勢崎市境伊与久4021

　伊勢崎市で21年間、子どもからご高齢の方まで安心して通
える鍼灸院として、東洋医学を通して地域の皆さまの健康を支
えてきました。これからも一人ひとりに寄り添い、笑顔と元気を
お届けできるよう努めてまいります。さまざまな職種の方ともつ
ながりを大切にしながら、より良い地域づくりに貢献していき
たいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0270－76－5004

はり、小児はり、きゅう

【紹介者／石原秀樹】
温泉に入ること

かな鍼灸院

小　林　可　奈
Ｓ48年生

伊
勢
崎
支
部

〒372-0812　伊勢崎市連取町3295-4　クレールフォンティーヌＡ号室

　社会保険労務士としての活動は14年目で
す。開業からは10年目を迎えます。雇用保険
や社会保険の手続きや給与計算等、主に労
務管理の支援を行っています。会員の皆様
と情報交換をおこない、研修にも励んでまい
りたいと思います。宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0270－24－2110
ＦＡＸ：0270－75－3034

労務管理

【紹介者／石原秀樹】

久保田労務管理事務所

代　表
久保田　哲　也

Ｓ48年生


